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1 "問題の所在
農村社会学者の徳野貞雄は，近代社会の経済
的合理思考が「赤の他人との関係」を拡大展開
してきた結果，農山村の「個人や地域に1付属す
る関係性や価値は，非合理的で普通性がないと
して疑められ，ときには前近代的というレッテ
ルを貼られてJ(l)きたと批判する。そして，一日
に数本しかパスが走らない山関部での公共交通
機関の不便を，近所の顔見知りが乗せてくれる
という「知り合いとの人間関係Jが補っている
ことを示し，社会関係資本の再集積の必要性を
説いている(ヘこのような人々の関係性が残る
中山間地域を形成する集落の多くは「自然村j
に由来し， I日来からの稲作や林業等の生産の共
働性が，集落という生活の共同性と一体的に存
在していたために いまだ住民自治が機能して
いる。現在，多くの地域で活力の低下が問題視
され， I地域コミュニティ活動を行う各種団体，
地域住民そのものに力を与え(エンパワーし)， 
その自発性を一層引き出すには，具体的にはど
うすればよいのかJ(3)という点が課題となるな
か，中山開地域住民の自治意識に着目すること
は意義があることと思われる。
一方，我が屈のコミュニティ施策は，住民自
治組織が，戦時下における国策協力の末端組織
として機能したことに対する反省から出発する
必要があった。 連合軍総司令部 (GHQ)の求め
により，町内会部落会等は一旦廃止となったが，
1952年の主権回復後に各地で復活を見ている。
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1969年の国民生活審議会調査部会報告「コミュ
ニティー生活の場における人間性の間復-Jで
は，高度経済成長に伴う都市部への人口流入を
受け， IEl来の地域共同体の崩壊とそれに代わる
「市民型住民層Jによる新しいコミュニティの成
立を求めたo 1971年には「コミュニティ(近隣
社会)対策の推進について(自治省)Jにより，
概ね小学校区を元にしたモデル・コミュニテイ
が基準とされた。これJ__)、持 自治省は度重なる
コミュニティ施策を講じてきたが，いずれも小
学校区を基準としたコミュニティであった。こ
の後， 1999年に始まるいわゆる平成の大合併で、
市町村の数は大幅に減少することとなり，小学
校区を基本とするコミュニティも改編等の影響
を受けてきた。このようなコミュニティ施策の
下でも変わらず重要な役割を果たしてきたのは，
住民生活と密接に関わるi町村会等の住民自治組
織である。特に，東北の農山漁村地域における
住民相互の支え合いの機能が，東日本大震災で
にわかに注目を集めたように， '=1=1 UJ開地域では，
いまだ住民自治が機能している。それは，集落
の住民が日常的に行う活動を通じて，集落に対
する帰属意識や相互扶助の念が醸成されてきた
事に由来する。
山形県最上郡金山町ーの31地区を対象に筆者が
行った自治公民館における住民活動実態調査で
は，実に多種多様で、住民の生活と密接な関係を
持つ活動が日常的に行われていることが明らか
になったヘ自治会は行政の末端機構としての
特徴を持ち (5にその F誇け業務が自につくが，
金山町の住民が行っている活動は，行政による
上からの押しつけではなく，住民が集落との関
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わりにおいて自発的に行っている活動であるた
め，躍動的で創造的な活動になっている。さら
に，集落を形成する活動と，集落を運営する活
動に分類し，集落の中心的建物である自治公民
館との関係を見てみると，これらの活動によっ
て集落の求心力が生み出されていることが分か
った。本稿では，このような活動を「自治活動j
と捉えていく。
戦後の公民館像は寺中作雄の「公民館の建
設一新しいIlJi寸の文化施設jにて， 1町村民の
魂，町村公民としての自治精神が宿り，郷土の
振興，民主主義の実践の理想に燃えて溌刺とし
て躍動J(6)する姿が描かれている。しかし，社会
教育法の制定を経て都市型の公立公民館が各地
に建設されると，公民館関係者も「今日の公民
館をもはや「かつてのjように「郷土振興の拠
点JとはみていないJ(7)状況になった。公立公民
館の対-象エリアは，小学校区を基準とするコミ
ュニティとほぼ一致する。公立公民館が対象と
するコミュニテイエリアにおける生活文化の振
興機能と，自治公民館が対象とする集落の地域
振興機能は自ずと異なる。自らの力でその地域
を良くしていこうと思うには，互いが顔見知り
であり，信頼を寄せ合える関係性と，集落の規
模が適している。このため，本稿では，中山間
地域の社会関係資本形成の基盤となっているの
は集落における「自治活動jであると捉え， 1自
治活動Jを通じて行われている地域を担う人材
の育成に関わる住民の学習活動を明らかにする。
2.先行研究の検討
社会関係資本は現在も様々な議論・検討が進
められており，明確な定義は確定していないが，
内閣府が行った調査研究「ソーシャル・キャピ
タル豊かな人間関係と市民活動の好循環を求
めてjが採用しているように， 1人々の協調行動
を活発にすることによって社会の効率性を高め
ることのできる， 1信頼J1規範J1ネットワー
クJといった社会組織の特徴jωという見解が一
般的なものになっている。さらに， 1社会関係資
本は人々の簡の協力行動を促し，ひいては様々
な社会的パフォーマンスを高める要因として注
目されているJ(9)とされ，東日本大震災以降，そ
の再評価が進みつつある。社会関係資本には，
同質的で結束が強い統合(ボンデイング)型と，
異質な組織間を結びつける橋渡し(ブリッジン
グ)型があり， 1地縁に基づいた密接な近隣関係
は特にボンデイング型の社会関係資本を形成す
るのに適しているJ(10)とされる。農林業という
生産基盤と集落という生活基盤が一致し，同質
性が高い中1問地域の集落では，日常的に住民
間の行き来があり，当たり前のこととして「お
互い様Jの関係が成り立っている。辻中豊は，
日本の市民社会の特徴として指摘される社会関
係資本の豊富さが自治会に体現されているとし，
自治会が内外のネットワークを基礎として，
様々な社会サービスを行う主体との関係を結ん
でいることを， 1このような地域社会の様々なア
クターの相互連携は，まさに今自注目される市
民社会組織によるローカル・ガバナンス(多様
なアクターの相互調整による統治機能)を表し
ているJ(ωと指J高した。
社会関係資本の研究が進む一方，社会教育の
分野においては，住民の「白治活動jに対する
着目がなされておらず，住民の活動の実態や学
習性の解明という点での実証的研究は多くない。
中でも松田武雄は， 1社会関係資本という概念は
社会教育と高い親和性があるjω とし，早期か
ら，社会教育分野における社会関係資本の形成
に着目してきた。戦後の社会教育が，絶えず国
家的価値の介入とコミュニテイにおける「共通
善jの共有とのせめぎ合いにあったことを歴史
的に整理した上で， 1共通善jの共有の過程が，
f地域住民にとっての相互学習となり，社会教育
における学習論の課題となるJ(13)とした。さら
に， 1善の講想Jは「共同体の文脈のなかにしか
見出されえないjというテイラーの定義を用い
て， 1善き生jが成り立つ基底的な基盤は共同
体であり， 1共同体を作り上げている関係性の網
の目jの中で， 1他者と経験を共有jすることを
媒介にして， 1善き生jの選択が， 1各自の自由
意思に委ねられjてなされていくJ(14)とした。こ
の「善き生jの選択の過程が， 1コミュニティを
基盤とした物語となり この物語に社会教育が
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関わる余地があるJ(15)と指摘する。
地域の学習機能について，佐藤信ーは， I地域
の人間形成力の基盤をなすものは，子どもたち
の日常生活圏である部落であるjとし，部落に
おいて子どもたちが生き生きとした豊かな活動
を行うために，子ども遠の活動を支える青年や
おとな達の活動が重要であるとした上で，公民
館が，部落で、の住民活動を運営から切り離し，
地域の教育力と無関係な学級-講座中心の運営
になっている点を問題視した(16)。千葉悦子は，
「かつての農村には地域に生きる人間を育てる教
育システムがあったJ(17)と評価し，都市化した
公民館で主流となった趣味・教養型の学びが，
生活圏を基礎とする学びから離れていったこと
を問題視する。
地域の教育機能と自治公民館の関係について，
松田は，沖縄の字公民館を中心に展開される文
化芸能活動を取り上げ， I学習機能に専門化して
やせ細った嫌いのある公立公民館に対して，専
門化した学習機能は弱いものの，自治活動と文
化活動が融合し地域の共同性に働きかけること
を通じて学んでいる字公民館の経験は，現代公
民館論の構築に有益なものとなるのではないだ
ろうかJ(18)と積極的に捉えている。小林文人は，
日本各地で住民自治組織が形骸化していく中で，
沖縄の字公民館で活発な地域活動が展開されて
いることについて，占領や米軍基地問題等様々
な課題を契機として， I同じ地域・集落でともに
生きていくために，集落の自治と文化を再生し
社会共同(ユイマール)の関係を新しく蘇生さ
せていこうとする営みJ(9)があると見た。そし
て， I伝統的なものを媒介としつつ，むしろ新し
い協同と文化の再生，その地域的創造と挑戦，
と捉えておく必要があるだろうJ(20)と指摘する。
小林は，社会教育法の制定により，公民館が
「寺中構想でうたわれた郷土復興・町村自治振興
の機関という性格から社会教育の機関という性
格にはっきりと限定J(21)されたとし，現在の都
市型公民館のひよわな体質は， I公民館の地域組
織論・地域活動論あるいは住民自治論において
十分な展開がなかったのではないだろうかJ(22) 
と見ている。この点について，自治公民館の社
会教育的意義を積極的に捉えてきた宇佐川は，
公民館が地域社会を対象とし，地域住民のため
に設置されているにもかかわらず，地域の住民
組織である自治会等の「地域組織と本格的な関
係をとり結ばないままに，特定の教育，文化組
織，団体のみを相手にしてきたJ(2:l)と顧みる。そ
して地域の住民組織こそ 「直接住民の生活の立
場を反映し，真に住民の自治参加の原則を実現
しうる組織であり，公民館活動が住民に根をお
ろすための基盤である点を考えなおしてみる必
要があるJ(24)とした。
また，東京大学社会教育学・生涯学習論研究
室が飯田市で行った一連の研究では，公民館の
分館の活動が住民間のどのような関係性に根ざ
して活力を生み出してきたかが明らかにされて
いる。さらに，この研究の中心である牧野篤は，
f分館jには，住民がB常的に動き回り，相互に
触れ合い，認め合うという，身体的レベルの承
認関係が形成される仕掛けが組み込まれている
とし，その過程で， I住民が互いに慮ることで自
治が営まれ，それそのものが生活であるという
関係がつくられるJ(25)としている。筆者が行っ
た飯田市の現地調査においても， I分館活動Jを
通じて，互いを承認しあい，地区の誰もが「あ
の人jと信頼を寄せられる人格形成がなされて
おり，地域の共同性を高め，地域運営を組織的
に行うこと自体が教育的意義を持つことが明ら
かとなっている (26)。保母武彦は，宮崎県綾IHTの
全国屈指の特徴的なまちづくりを支えた自治公
民館制度について，自治公民館ilj!J度が行政を執
行するための手段としての位置づけではなく，
町の活力を生み出す町づくりの呂的そのものに
関わっていることに注目する (27)。筆者が行った
現地調査では，綾IHTの集落に網の自のように情
築された講が，互いに気遣い合う信頼性を生み，
地域への理解と自らがそこに住む意識を形成し
ている状況があり，社会関係資本の形成を見る
ことができた(お)。
このように，集落レベルの「自治活動」に社
会関係資本を形成する機能があること，それが
自治公民館で行われる住民間の直接的な身体レ
ベルの触れ合いの活動によってなされているこ
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とが明らかにされている。しかし，これまでの
研究では，自治公民館を媒介とし，住民相互の
問で行われている具体的な学習活動の実態は，
必ずしも明らかになっていないのである。この
ため，本稿では，自治公民館で行われている
「自治活動jにおいてどのような学習が展開され
ているのかに着目して考察する。
3.山形県最上郡金山町の概要
山形県最上郡金山ID-は，県北部の秋田県境に
位置し， 2014年3月末現在6，175人の小規模なi可
であり，高齢化率 (65歳以上の人口比率)は
30.7%と，過疎化・高齢化が進行している。総
世帯数1，803戸のうち，農家が616戸，林家が382
戸と，約半数の世帯が農林業に従事している。
金山町の特徴は，長らく「金山杉Jを中心とし
た林業を生業とし 金山杉をできる限り地元で
消費するとともに，金山大工が持つ高い建築技
術を継承するため，在来工法の「金山型住宅j
の建設を柱とした「街並み(景観)づくり 100
年運動Jを約4-0年間継続してきたことにある。
漆喰の壁にこげ茶色のむき出しの柱，黒屋根の
金山型住宅は，杉林を背景にした街並みに溶け
込み， IlD-民が金山らしさの原点と表現するまで
になっている。しかし，町民の多くは，観光目
的で景観づくりをしてきたのではなく，金山の
地で行っている自分たちの暮らしそのものを，
外部者に見てほしいと考えていることが明らか
になった。自分たちの日常生j活舌に誇りと自負 J心L、
を持つて暮らしていると見ることがでで、きる(側2却紛9ω)
金山町の集落は，藩政時代の「金山郷十六カ
村jとその枝郷の村ーに由来し，部分的にそのい
くつかの集落を束ねて「地区Jとしている。こ
のため，元々，地区内の住民間の結束は固いo
f金山1汀自律のまちづくり基本条例Jで， Iまち
づくりは町民一人ひとりが自ら考え，行動する
ことによる f自治Jが基本ですJとし，また，
「わたしたちi町民にとってコミュニティとは，
f地区j等町民一人ひとりが自ら豊かな暮らしを
つくることを前提としたさまざまな生活形態を
基礎に形成する多様なつながり，組織及び集屈
をいう。jと定義しているのは，この名残であ
る。その上で， I町は，コミュニテイの自主性及
び自立性を尊重jするとされ，地区(集落)を
基盤に，住民一人一人の自治意識を啓発し，町
はそれを支援するという関係性が成り立ってき
たことがうかがわれる。
31地区にはそれぞれ 自治公民館が設置され
ている。自治公民館は 地区住民が自らの手で
建設した「建物」であり，社会教育法上は「公
民館類似施設Jに分類される。条例に基づく公
民館は，金山町中央公民館のみだが，中央公民
館と自治公民館との簡には， I金山町区長・公民
館長連絡協議会」という連絡調整体制jがある。
また，おおむね小学校区・分校匿に即したエリ
アで全町を5ブロックに分け，日ごろから自治公
民館長時の連携を図る「地域公民館jという仕
組みがある。金山町の地区がしっかりした自治
意識を持って運営されていることについて， Iこ
のように部落公民館活動が活発に)1真調に展開さ
れてきた背景には，昭和46年に自主的に結成さ
れた公民館長-部落長連絡協議会の果たした役
割に負うところが大きく，また全町レベルの地
域課題の集約の場である「金山町公民館大会J
の実績と成果を見逃すことができないJ(30)と評
価されている。これは，自治公民館を拠点とし
て，基層部の地区・集落での住民活動がしっか
りと行われていることに加え， I可と地区の簡を
つなぐ「中間層jとしての地域公民館と金山町
区長・公民館長連絡協議会が，それを補完・強
化するシステムとして機能してきたことを示し
ている。
4.金山町の住民自治活動と社会関係資本
(1)多様な住民の自治活動の実態
金山町の各自治公民館長への開き取り調査を
実施した結果，人口減少に伴う組織の衰退が見
られ，青年会，婦人会，若妻会，老人会等は，
消滅，他の地区との連合 「会jではなく機能の
みの維持にとどまる地区が増えている。その一
方で，現在でも維持・継続されている住民活動
が，産土神の祭礼，伝統芸能の継承，消防団組
織などの集落を形作るための活動と，金山町の
特徴ともいえる各種の講による集落を運営する
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上での活動である。これらは人司減少等の衰退
要因があるにも関わらず，時代に伴う変容を繰
り返しながら，いまだに受け継がれている。こ
れらの活動の実態は，各地匿の特性に応じてま
ちまちだが，共通する機能を示すと，以下のと
おりである。
①山の神
山の神は，集落の男子(中学生以下)の行事
である。祭礼の自には，山の神の社からご神体
を取り出して巡り歩く「山の神勧進jが行われ
る。勧進の後は，供物と共に山の神の社に箆も
り，夜通し子ども達だけで過ごす。男子にとっ
ては，始めて役割が与えられる集落の行事であ
り，大人への通過点で、もあった。
②若連
若連は，主に金山まつりのため，一時的に組
織される若手男性の集団である。 I町中心部の地
区では，約 lヶ月をかけて山車を制作するほか，
郊外部の地区でもi雑子を担当する。一般的には
金山まつりのための組織だが，これら以外の地
区でも，産土社の祭礼や夏祭りを担当する。構
成員は20~40歳台の男性だが，区長や中高年の
指導者層(若連OB)，子供達，若妻会などが集
まり，多様な住民層の交流の場にもなっている。
③消防団
若連が組織されている地区では，若連と消防
団の構成員がほぼ重複しており，祭の準備のた
め一時的に組織される若連とほぼ同じメンノ Tー
が，消防団の寄り合いで顔を合わせる。このた
め，消防のことだけではなく，青年層なりの地
区の在り方などが話し合われており，若者によ
る行事の復活やイベントの企画などが行われて
いる。
④契約講
互助のための講であり， I契約」とも呼ばれ
る。中心部の契約は 主に葬祭のための互助組
織であり，百的集団として地区をまたいで組織
される。一方，郊外部の契約では，古くからの
集落のしきたりを守り継ぐために，年に l回全
戸の代表者が集い しきたりの確認と維持を協
議してきた。協議内容は全会一致を原則とする。
内容は，葬儀の際の連絡方法，手伝い，お悔や
みの物品・金額等を中心に 古くからの共同農
作業の名残である「結いなしjや神社の管理に
関する事項である。
①お日待ち講
契約は，一家の長が出席する講であるため必
然的に年配男性の会合となるのに対し，若い夫
婦が参加する「お日待ち」と呼ばれる講がある。
若い世代の懇親の場としての色合いが濃く，内
容も地区内の神社または山の神の社への参拝と
会食が中心となっている。
⑤観音講
金山 1汀では，地区内の葬儀の際に集落の婦人
たちがご詠歌を唱える「村念仏jと呼ばれる)武
習が残っているところがあるため， Wl音誌には，
その練習の場としての意味合いがある。また，
契約が年長男性の集まりであるのに対し，観音
講は女性のみの集まりであり，女性同士の交流
や息抜きの場になってきたという側面もある。
⑦産土社の祭礼
産土社の祭礼は，季節の折り巨での地区行事
の舞台ともなり，住民が一堂に会し時間と空間
を共有する場として機能してきた。 地区の夏祭
りに，近隣の集落から大勢の人が集まり， j也i玄を
挙げての芸能大会が行われ 大人も子供も楽し
いひと時を過ごした光景が，当該地区出身者が
地域に対して抱く愛情の原j風武景となつている(川1訂刊iυ)
③{伝云統芸能
修験者が里にi寄りて舞ったと言い伝えられる
「有屋番楽jや，元禄年間より受け継がれてきた
「安沢歌舞伎jがある。双方とも保存会が結成さ
れ，自治公民館は演舞場，練習の場，道具や演
呂の保管庫として重要な位置を占めている。ま
た，両地区の小学校で、は， I伝承会Jを結成し，
子ども達にも継承されている。
①産業振興
地区の共有林の有効活用，分収造林f!JIjJ支の受
け血となる「部分林組合(林野庁)Jや， ¥農
地-水保全管理支払交付金(農林水産省)Jの受
け血，農協実行組合等がある。戦後初期の公民
館像にある，産業振興機関としての機能の名残
でもある。
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⑬スポーツ・レクレーション
地区住民の交流の場として，お年寄りから子
どもまで参加するスポーツ・レクレーションが
ある。小学校区や町全体で、の運動会に地区ごと
のチームで参加するため，地区の活力創出にも，
大きな成果をあげている。
これらの活動を，年齢-性別ごとに分けると，
図 lのように示すことができる。これらの活動
は別々の趣旨で行われているが，自治公民館を
会場とすることで相互に結びつく。それぞれの
活動を通じて，集落内のしきたりの理解，住民
間の関係性の構築，その集落で生きていくため
の株々なスキルの修得，共働に対する認識や価
値観の醸成が行われており，これを集落内の年
函 1 金山町における「自治活動Jの集落内
構成図
齢層で区切ってみると，年齢階梯#J!jともいえる
人材育成システムが形成されているとみること
ができる。住民が，個人の成長や家庭内での役
割に応じて，所属する集団や参加する活動を移
動し，それぞれの活動を通じ，年齢・性別・集
落内での役割に即して地域への結びつきを理解
することで，集落の運営に必要な人材としての
感性や態度が養われ 区長や役員候補者のよう
な集落に必要な人材としての資質が形成されて
きたと見ることができる。
このような「自治活動」を通した学習活動は，
その地E互に住み続けるための「伝統Jの継承で
あると考えることができる。鶴見和子は，内発
的発展論で，地域を単位とする文化や伝統の中
に，現代に活かしていけるものを見出す伝統の
再創造の重要性を説いている倒。そして， I伝
統Jを世代から世代へわたって継承される「型j
あるいは構造と定義し，家族，村落の構造など
の「社会関係の型j，信仰，価値観などの「意識構
造の型j，衣・食・住に必要なものを右iJる「技術
の型j，音楽，舞踊，日常生活における行為など
の「感情-感覚・情動の型Jに分類している側。
「自治活動jを，この四つの型を用いて構造化し
てみると，表 lのように，各活動において「型J
に対応する学習が行われていることが分かる。
表 1 伝承の継承の四つの型による分類
団体ー 活動 技備の聖 意識構造の型 社会関係の聖 感情・感覚・情動の霊
茅葺き作業 相互扶助 集落形成(集落規範) しきたりの順守
契約講 火葬・土葬・野辺送り 共働 結い・結い返し 共働の理解
公民館運営 集落に生きる価値観 家と家の関係性 集落の自治
勧進の作法 自然との関係性 少年期における集落内 山の神を守る山の神 山の神まつりの実施 山の神への信仰心 での役割 同世代の団結コミュニケー ションカ
念仏の唱え方 棺互扶助 集落内の不幸時におけ 婦人の交流・懇親念仏講 数珠回し 集落に生きる価{直観 る村念仏 情報共有楽器奏法 仲摺意識 患、抜きの場
山車制作・磯子演奏 集落に生きる価値観 集落における青年層の 伝統を守る
若連・消防団 集落内の体制づくり 活力創出(力仕事) 役割 集落の安全を守る
消防操法・器具使用 地域おこし リー ダー シップ 同世代の団結
演舞・演奏・所作 集落に生きる価値観 集落の求心力 伝統を守る
伝統芸能 題自の継承 集落の歴史 世代間交流 活動を通じた楽しみ
器具の保管・保存 次世代への継承 協調性 目的の共有
祭礼の実施 産土神への信仰心 集落内の団結 産土社を守る産土祭礼 神輿・行列・のぼり 集落を挙げての祭り
神事 集落に生きる価鐘観 土地と自分との関係 交流の楽しみ
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このように，多様な「自治活動jにおいて，
年齢層ごとに，地域で暮らしていくための能力
の養成や技術の伝授が行われている。特に，
人々の間の「信頼J，I互酬性の規範J，Iネット
ワーク」からなる社会関係資本の形成は， I意識
構造の型J，I社会関係の型J，I感情-感覚・情
動の型」との関係が深く，これらの「自治活動j
を通じて，身体レベルの触れ合い，年長者から
の継承等を経て，住民間の関係性が深まり，相
互扶助や協働の念が生まれることによって形成
されていることを表 lから見出すことができる。
(2)社会関係資本の形成にみる住民の関係性
「自治活動Jによって形成される社会関係資本
によって住民間にととのような関係性が存在する
かという点について，内i可地区を取り上げ，考
察することにしたい。
内町地区は，表 lに示した六つの活動がいず、
れも残っている地区でもある。内町地区は，金
山町中心部を構成する 5地区の一つだが，その
中でも規模が一番小さく，人口198人，世帯数
67戸 (2014年4月現在)である。戦国時代に築
かれた金山城下に位置し，宝円寺の山内に続く
参道の両側に金山型住宅が建ち並ぶ景観は，金
山町内でも最も落ち着いた雰囲気を醸し出して
いる。それは，景観のみで形作られているので
はなく，道端に並ぶフラワーポットの花々，各
家々の手入れされた生け垣，ゴミがなく清掃が
行き届いた道路など，人の手がかけられた空間
が実現していることによる。内町地区が，小規
模な地区でありながら，町内でも随一のまとま
りを見せ，このような地域づくりをしてきた背
景には，次のような複数の要因が見られる。
一つ自は消防団活動の歴史にある。内!I庁地区
の消防屈は， 1950年に開催された山形県第一回
消防操法大会で優勝しており，その後も，金山
町の大会や最上郡(金山町を含む8市町村)の
大会で何度も入賞を果たしてきた。現在の地域
のまとまりは，その時の団結が原点になってい
るという (3ヘ二つ自の要因として，契約講が地
区内で完結していることがある。町中心部の他
の4地区では，明治時代の契約講発足以降，人口
増や新規加入者の増により契約講を分割したり，
地区を分割したりしたために，現在の地区と契
約講が一致していないが，内町地区では，当初
から「内町契約j一本で現在まで至っており，
地区と葬祭等の相互扶助の仕組みが一体となっ
ている。契約議員の共有財産として，現在も，
葬儀で使う品々が契約倉産に保管されている。
三つ自の要因である「無尽jが， I大JI可地1:8:の
特徴を最も表していると考えられる。一般的に
「無尽講」は金銭互助組織で、あることが多いが，
内町地区では，交友を目的とした「無尽jとi呼
ばれる組織が12団体(男性8団体，女性4団体)
存在している。男性の無尽を見ると， 90代(反
の会)， 80~70代(楯の会)， 70~60代(十五日
会)， 60代(二十三日会)， 50代(二十七日会人
40~20代(消紡回，若連，野球)の 8 団体と，
ほほ年代別に組織され 会合の日を名前にして
いる。このうち， 90代(反の会)が，消防操法
大会の優勝メンバーである。 80~70代(楯の会)
は，内町地区の裏にある楯!Jjの整備を行い，桜
の植樹活動を続けている。 70~60代(十五日会)
は，現在の内IlT公民館建設を実現するなど，交
友の場でありながらも，多様な地域づくりの活
動が生み出されてきたことが分かる。
農村部では，新生活運動の際に，部落に残る
風習や封建的考え方の撤廃と同時に冠婚葬祭の
しきたりの簡素化が進められたが，内18'地区で
は， 2000年に住民が話し合って， I内IUT生活合
理化推進百襟Jを定めている。ご祝儀や不祝儀
の金額・返礼の方法のほか，会合の際の時間厳
守，除雪のエチケット，環境美化やゴミの分
別・リサイクル等 10項目の推進事項が掲げら
れている。このような目標を自主的に策定して
いるのは，内!日I地区だけであり，住民間に，意
思疎通や合意形成がしやすい共通した価値観が
あることが分かる。 内IUT地区では，決めごとに
していなくても，朝夕の一定の時刻になると誰
からともなく住民が家の前に出て，花の水ゃり
ゃ生け垣の手入れを始める。そこでの何気ない
会話で，お互いの健康・や家の事情を知り，互い
に配慮しあう関係に結びついているという(制。
内町地区の特徴は この密接な住民間の関係性
によって形作られ，維持されている。
(3)社会関係資本のセーフテイネット機能
地区住民関で形成されている社会関係資本に
は，結びつきを強固にする機能だけではなく，
セーフテイネットとしての機能もある。十日>>JJ
地区は，内i可i司様，町中心部を構成する 5地区
の一つであり，人口486人，世帯数158戸 (2014
年4月現在)と，金山町の中では二番自に大き
な地区である。古くからIl汀中心部の商活街を形
成してきた地匿であり，人口増のため，金山)1
対岸の地区が現場地区として分離した歴史があ
る。このため，契約講(葬儀のための機能のみ)
は，両地区にまたがる形で形成されており，内
町地区の無尽のような活動は行われていない。
十日IlIJ地区では，自治会費の徴収方法が「見
立てjと呼ばれるランク付けにより，五段階に
分けられている。「平成26年度十日町地区会通
常総会資料Jによれば， 1級(年会費40，800円)
の世帯が3戸， 2級(年会費24，400円)の出:帯
が7戸， 3級(年会費13，600円)の世帯が73戸，
4級(年会費1，200円)の世帯が33戸， 5級
(年会費10，000円)の世帯が26戸となっている。
この他，施設入居出:帯等の地区外特別会員・級
外会員(免除)が13戸ある。また，河川清掃等，
地区内の共同作業を欠賭する際に支払わなけれ
ばならない「つぶし科jの免除の世帯もある。
これは，居住者が長期不在もしくは身体不自由
等の理由で労働力の提供が困難な世帯である。
十日町i也!Rで注目すべき点は，このような負
担軽減の仕組みが，対象となる世帯からの申し
出がないままランク付けがなされており，その
「見立てjの結果に対して異議を申し出るケース
がほとんどないことである。ランク付けは，地
区役員の協議で決まるが，その際に根拠や裏付
けとされる情報は，すべて日常的な付き合いの
中で得られる情報が用いられている。この「情
報Jにおいて注目すべきは，情報の正確さ，行
き交う情報の量-種類の豊富さ，情報伝達の早
さである。「見立て」のランク付けの最大要因は
各家庭の経済状況であり，その根拠としては，
主たる家計保持者の健康状態，勤務先，経営状
況，扶養家族の状況，子ども達の進学・就職，
高齢者の介護等，様々な要素が関係してくる。
判定の根拠として用いられるだけの種類の正確
な情報が，日常的に地区役員に伝達・集約され
ている点には驚かされる。
このようないわゆる「顔の見える」関係'性に
ついて，その地区住民は，当たり前のことと患
っており，むしろ暖かみを持って感じているが，
都市部の居住者にとっては異質な世界に思える
ようである。筑波大学の学生の社会教育実習の
際，この仕組みを知った学生達は一様に，他人
情報がオープン過ぎて!丸裸jになっているよ
うに感じ，このような濃密な人間関係に「息苦
しさJを感じていた倒。この学生の感覚は，自
分たちの居住する都市部にはない社会関係資本
が，金山町の十日町地区には存在していること
の差異を表している。実際， ト日町地区住民は，
この「見立てJの根拠となる情報を自ら開示す
ることなくこのようなランクに分類されること
に異を唱えることはないし，自分たちが何気な
く行っているお茶のみ話や近所づきあいの中で，
その根拠となる'情報の伝達と役員への情報集約
が行われているという認識もない。そして，そ
の成果として作成されている「等級表Jやその
運用という仕組みが，地区住民の経済的負担，
精神的負担，肉体的負担を軽減するセーフテイ
ネットとして機能していることを有り難く感じ
ている。
このような機能は 葬儀の際の経済的負担軽
減の仕組みにも見られる。それは， 1"重の内Jと
呼ばれる仕組みである。不幸時に，不幸宅に赤
飯と重箱に詰めた煮物，あえもの，かんでん，
漬物などを持参する関係であり，血縁関係にな
くとも， 1"親戚づきあいJをする関係性が存在す
る。集落内の近隣の住民間で関係を結び，たと
え血縁であっても，遠方の場合は入らない。古
くは，葬儀の際に近所の住民が炊きだしの手伝
いと材料の持ち寄りをした名残であり，以前は，
現物だ、ったが，現在では金銭に置き換わってい
る。これも社会関係資本のセーフテイネット機
能と言える。
「見立てjや「重の内jのような関係性は，集
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落，地区のような比較的小さな集団の中で，日
常的に顔を合わせる関係性によって生まれる
「付き合いjの先にある。このような関係性を生
み出す要因として，多様な「自治活動jと住民
の結節点となる自治公民館の存在がある。この
ことは，地匿よりも小さな集落で[公民館jを
持っている集落において，その集落ごとに， I公
民館J，産土社，契約講がセットで存在し，それ
が「付き合いjの関係性の範囲と一致すること
が示している。都市部住民の場合には，近隣住
民との関係性が希薄だが 金山町のような中山
間地域では，冬期間の除雪だけを見ても，自宅
だけの問題とはならない。一個人の力で解決で
きる業務の幅が狭い分 他人との関係性を深め
る必要性が強まり，そこに住む安心感にもつな
がる。他の地域では「個人を守るj観点におい
て問題視されるケースであっても，お互いの信
頼や関係性の中にいる人関にとっては，自分を
守ってくれる関係性となっている。
5. 自治活動における住民の学習と人材の育成
(1)金山町の「自治活動」の特徴
金山町の「自治活動Jの特徴を考えると，い
くつかの視点が見えてくる。第一点は， I自治活
動Jに，自治公民館との関係が強く見られるこ
とである。金山町の場合 自治公民館が介在す
ることで， I自治活動Jが集落の求心力を生み出
す機能が強化されている。それは，一見仰の関
係性もなく行われているように見える多様な自
治活動が，図 2のように，自治公民館という
「場所Jを共通にすることで相互に結びつき，全
体として多層的な集落内教育機能となっている。
自治公民館を結節点として、 年齢・性別・立場が異なる
集落を形成する活動、集落 活動を経て、集落に必要な
を運営する活動が日常的に 資質を備えた人材が斉成さ
行われている。 れる
図2 金山町における「自治活動jと集落内で
の住民の学習
金山町にある31地匿のうち 5地区では，地区内
にある複数の集落ごとに自治公民館を持ち，ま
た逆に複数の集落で一つの自治公民館を持つ場
合もある。三枝地区は，大又，持越， (疑山の三
つの集落からなるが それぞれの集落独自の
「公民館」を持ち，契約講等の「自治活動jも
別々に行われている。このため，三枝地区全体
としての活動は少なく，集落がそれぞれ一つの
小さな「地医jとして運営されているような実
態となっている。このことから，住民の「自治
活動Jが，自治公民館を核とした集務の求心力
を生み出してきたことが分かる。
第二点は，多様な「自治活動Jが地域の人材
育成に結びついている点である。表 lと@2か
ら，年齢層のI!Ji'iiを持ち，重なり合いながら，そ
れぞれの「自治活動」が行われることによって，
結果的に，集落iブヲの意識構造や関係性の理解，
価値観の共有，技能的スキルの獲得の点で，熟
練者からの伝達が行われている。このことは，
函2のように，それぞれの素養を身につけた人材
を育成していることにもなり，集落運営のリー
ダーたる資質をおのおのの橋ミ成員が指導してい
ることを示している。桜井徳太郎は，地域社会
共同体の教育機能について，共同体自身の手で
行われる伝統的教育があったことを指摘し， ，-そ
のことごとくが，やがて共同体を担うのに必要
な人間を養成するための成人教育であったJ(37) 
と指摘したが，これは，まさにこのような集落
の人材育成機能を指していると考えられる。
第三点は，契約講の存在である。契約講は，
山形県と宮城県を中心とした農村部に広く残っ
ている風習である。契約講は，集落の自治にお
いては「最高議決機関jであり，基本的に全会
一致で、集落の意思決定が行われる。このことが，
集落の自治意識語養には最も大きく係わってい
ると思われる。加えて，契約講に出席するには，
集落内でその家を代表する人物と承認される必
要がある。消防団，産土社の祭礼，子ども育成
会等， 日常的な自治活動の中での集落に対ーする
貢献があって，人物評価が行われる。この評価
は，桜井が言う「すべてのムラピトが総体とな
って次代の子どもや若者を訓練する責任を担う
一回一
体裁をとるJCl自)ことの現れとも言える。
第i頂点は，表 1で、四つの型に整理したように，
多種多様な自治活動が行われることによって，
大人から子どもまで， I集落の一員Jという意識
が生まれることである。金UJIlTでは mrの施策
として，小・中・高校での地域理解教育が行わ
れていることもあり 金LJ町の高校生の69.8%
が将来も住み続けたいと答え，最上郡内でトッ
プとなっている{則。 地域コミュニティ全体で，
子どもたちを育てる仕組みが，子どもたちが地
域に住み続ける上で、の意識付けになっていると
考えられる。
(2)住民の学習活動と人材育成
1] 3は金山H汀における「自治活動jと住民の
学習との関係性を示したものである。この図は，
稲葉陽二の「社会関係資本の定義J(40)を基に金
山nlr住民の価値観や行動要因を整理したもので
ある。
住民個人の価値観(第4象限)が地域の価値
観(第 l象限)に移行する際，集落での活動
(第3象限)が学習の場となって意識の変容を生
み出す。そこには，これまで述べてきたように，
f自治活動Jにおける関係性から生まれる，集落
住民による人材育成教育と自らの知識・技能獲
?
????
?
マクロ:自治体
自j台体内
中学校、 PTA、
農協、商工会、
森林組合、揺祉協議会、
公民館連絡会
学校区・住民活動
小学校、 PTA、
地域(地毘)公民館、
分収林組合、青年団、
運動会、レクレーション
得の学習が介在する。このことによって， I個人
の価値観jは「地域の価値観jへと変容(第4
→ 3→ l象限)し，学習成果として，集落の社
会関係資本が構築されている。同時に，地域で
生きる上での社会構造と照らし合わせてみれば，
個人レベル(ミクロ)から自治体レベル(マク
ロ)への意識変容が行われる。これは，集落レ
ベルの小規模地域コミュニテイ(第3象限下)
から，小学校区のような iニド規模地域コミュニテ
イ，自治体のような大規模地域コミュニテイ
(第2象限)へと連続する多様で、階層性を持った
活動・集団へ活動の場を広げていく上で，最終
的には金UJ!lTという自治体内での共同意識の構
築，社会関係資本の形成へ結びついているので
ある。
金山町には中学校が一校しかなく，ほとんど
の住民が同窓生である。また， I可制施行以来合
併の経験がなく，いまだ，町役場，農協，商工
会，森林組合等を金山町独自で、持っている。 地
区レベルでの自治活動の中にも，農業実行組合
と農協や，分収林と森林組合のように，集落の
組織が町全体の大きな組織と接続するものがあ
るが，いずれも金山町という枠組みの中で矯結
する。それゆえ，図3の第 1象限の「地域に対
する価値観」の存在が大きく関係する。集落は，
地域の価値観
-地域運営への参画
.われわれ感情
・互掛性
・公的活動(分館運営)
価値観
個人の価値観
・生き方・人生観
・集落内での信頼
.規範意識
イ由人活動(自主活動)
集落・住民活動
契約、消i坊団、婦人会、
子ども育成会、老人会、
農協実行組合・婦人部、
共有林
ミクロ:偲人
図3 金山町における「自治活動Jを通じた住民の意識変容一社会関係資本の概念に基づく整理一
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そこに住む住民にとって，自常的な生活空間で
あり，最も身近な社会とのつながりの場でもあ
る。そこでの自己承認から，集落:小規模地域
コミュニティ(第3象眼下)，小学校区:中規模
地域コミュニテイ，自治体:大規模地域コミュ
ニティ(第 2象限上)へ，より大きな枠組みで
の活動-承認の過程を経て 自らの「地域に対
する価値観j自体も，より上位へと深化する。
このような学習は「インシデンタル(偶発的)
な学習Jと呼ばれ，教育や学習を目的とした活
動ではないが，問題解決に向けた行動の結果と
して起きる学習であり 「行動志向性jの高さが
示されている (4九より大きな枠組みでの活動経
験と周囲からの承認は，より大きなコミュニテ
イによる人材育成につながっている。この土地
に住む人々の顔が患い浮かび，その人々のため
に仕事をしたいと思い その人々から認められ
ること，それが各人の地域づくり意識の出発点
になっている。金山町-のコミュニティの各層に
おける「自治活動jで行われるインシデンタル
な学習の成果によって，住民の「行動志向性J
を喚起し，より多くの住民が自分たちのまちづ
くりを支えてきたと見ることができる。
6. まとめと今後の課題
以上のとおり，金山町の「自治活動Jは，集
落を基本とすることで，地域への関与や協働へ
の貢献に結びつく意識変容をもたらし，活動を
同じくする住民間の相互承認の過程を経て，地
域に必要な人格形成を行う仕組みが存在する。
そして，その意識変容は，より上位の活動の場
での学習を経て，集落・地域・自治体レベルで
の学習を呼び起こし より高度な人格形成へと
結び、ついている。
中山陽地域の「自治活動jにおける学習は，
住民自らの学習と 地匿を運営する人材を育て
る学習の二つで構成されていると考えられる口
住民自らの学習は， i自治活動jにおける作業や
対話を通じて獲得していくものであり，集落と
いうものの理解，人々の関係性や共同性の理解，
その土地で生きていくことの理解が行われ，培
われたお互いの顔が見える関係性の中から，信
頼が生み出されている。その信頼に基づき， iわ
れわれ感情jや「お互いさまjの意識，共同体
内の互酬性が形成され，深い関係性(ネットワ
ーク)へと結びついている。このような社会関
係資本の形成は，住民の回定性と関係する。中
山間地域では住民が入れ替わる流動性が少なく，
農林業と!完連する年中行事や，自然-気候との
関係が密接であり農作業も，毎年の繰り返しが
多い。このため，四つの型で継承される事柄も
多く，型が機能する場面も多し ¥0 地域に必要な
人材を自分たちの活動の中で教育し，生み出す
仕組みは，その関係性の中に埋め込まれている。
地域を運営する人材は，地域の中での信頼を得
なければならなし'0従って それは年度ごとの
持ち回りの当番が任にあたるような誰でも良い
ものではなく，代替性がない。「自治活動Jを通
じて相互承認が行われた結果，衆自が一致する
人材であり，住民一人一人が係わる地域活動の
中で育て上げた人材である。その相互承認の場
面も， i自治活動jの中に埋め込まれている。
中山間地域のような自治意識が残る土地で、は，
地域というものは，そこに住む意識を持って暮
らす場所である。そこでは 自らが働きかける
ことが求められ，それを必要とし，受容する共
同体がある。従って，中山間地域では，個人の
成長と地域の運営の関係性を切り離して考える
ことはできない。 個人の意識の先に，地域とい
うものが絶えずついて回り そこで自己実現す
ることが，地域内での自己の承認へとつながる。
中山間地域の集落で生きていくということは，
自の前にある土地と無関係に存在するわけでは
ない。その土地は，周閣の人々との協働を生み，
自分や家族もその協働の一部となっている。生
活そのものの対象に集落を置かざるを得ない以
上，その関係性の中で、生きるために学ぶことは，
自己の存在と切り離すことはできなし、このよ
うに，共同体意識が強い金LI!HTでは，集落の教
育機能が村落共同体の中に埋め込まれているの
である。
本稿では，主として自治公民館と「自治活動j
における住民の学習に焦点をあてて考察してき
たが，個人の成長の視点で見た場合，その土地
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に生きる上でどのような学習を呼び起こしてき
たか，共同体における村落振興のための学習が
現代にどのように受け継がれているかについて
は，今後の課題として引き続き検討していきた
し'0
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The Relationship between Social Capital development in a Regional Community 
in a Mesomountainous Area and Learning Activities of Local Residents: 
The case of Kaneyama Town in Mogami-gun Yamagata Prefecture， Japan 
Daihachi Hi-¥CHIYA 
Severa1 administrative po1icies in which the Autonomous Kominkan serves the centra1 ro1e are being 
conducted by residents in the se1f-governing area of Kaneyama Town in Yamagata Prefecture. Se1f-directed 
1earning activities through conversation or actua1 participation in community activities for and by 10ca1 
residents and participants is one type of regiona11earning activity that can instil cu1tura1 va1ues， socia1 skills 
and deepen community re1ationships. There is a1so a 1earning activity where 10ca1 residents train participants 
through regiona1 activities vvho have obtained consensua1 agreement as a resu1t of mutua1 recognition between 
10ca1 residents and participants to participate in 10ca1 administration through dai1y regiona1 activities. Among 
communities in mesomountainous areas， individua1 human deve10pment and 10ca1 administr局ationare close1y 
connected as mentioned above. Therでfore，with community activities as opportunities for 1earning， individua1 
va1ues tUl・ninto communi匂Tva1ues. Since community va1ues that function as socia1 capita1 consists of a “stock" 
of active connections among peop1e: trust， mutua1 understanding， shared va1ues and behavior that bind 
members of human networks and communities， itcan be said that citizen participation in administrative actions 
offers aspects for 1earning how to create socia1 capital. 
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